





























 彼らは血で穢れるとさらにまた血でその身を浄める。それはあたかも泥の中に踏み入れた者が泥でわが身を洗っているようなものである。そんなこ をしているところを誰かが見れば、彼は気が狂っていると思うだろう。 、彼らはそこいらの神像に祈りを捧げ が、それはあたかも家屋に話しかけているようなものである。彼らは、神々が何であり、英雄が何であるかを理解していない」 。
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棄すべきも 」は 葬儀という宗教的慣習を否定したものと一般に解されている。これら 批判は内容上なんらかの関連がある だろうか。従来さまざな解釈が提出されてきた
が（２）
、ヘラクレイトスがギ














る。はたして、ヘラクレイトスはアポロン 浄化儀式そのものを否定しているのであろうか。彼が語ろうとしているのは、むしろ、神の指令のうちに含意される対立につ ての知と、そ ことに無頓着な人々の無知とのあいだの 絶望的な乖離であろう。こ 点 彼のその他の宗教批判にも共通してい よう 思われる。
B
15は、ディ


















































































れがどのような 味合い もつにせよ、あるいは入信者 なんらかの衝撃をあたえたにせよ、 「神聖ならざ 仕方」 その とを指すと考えるのはやはり無理があるだろう。　
結局のところ、三つの明示的な断片はそれぞれの宗教的実践をと








して曖昧である。秘儀そのものを否定して るの 。何（誰）を批判しているのか。ヘラクレイトス 宗教批判が表面的なものにとどまらず、より深い意味 もつとすれば、
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14についてさらに立ち






























































































































































「彼ら」である、と引用者の文脈からは読まれる。この部分については、すべての語句がヘラクレイト に由来するか、 部だけか、まったくないか、など解釈者の意見はさまざまに分かれる。 この「秘儀」の内容を理解するうえでも、ひとつひとつ調べておく必要がある。　
まず、 「夜中に徘徊する者たち」 （
nyktipoloi ）であるが、 「夜の山

































































金の薄片に文を刻んだ で、埋葬さ た女性 首から掛けられていた。来世で正しく道を進むため パスポートのようなものであったとされる。前四〇〇年ころ、一九七四年初出）に、死んで魂が陰鬱なハデスの暗闇のなかで目的地を探してすすむ途中、ムネモシュネ（記憶）の湖を守る番人たちの問いに「私は大地と星天の子です」と正しく答え（これがパスワードであろう） 、喉の渇きを湖から流れる冷たい水で潤す とを許されると、 「他の入信者やバッコス信徒たちも（
m

























ainontai kai lēnaïzousin ）という語法と
むすびつければ、本来の秘儀とは別の祭儀にかかわ 用語をクレメンスは不用意に挙げたことになる。また、 「秘儀 者たち」は特定の秘儀にむすびつかないかぎり、批判も だ曖昧な のと らざるをえないように思われる。 「マゴスたち」は被伝授者ではなく、秘儀を執りおこな 専門の宗教家であり、ヘラクレイトスがそ 存在を知っていたとしても、秘儀と かかわりで断罪され だけで、秘儀を身をもって体験 信仰のなかで生き 者にたいする批判という問題点はそこからは出て い。　
以上から、四つの候補のうちどれがヘラクレイトスの言葉に属す
るかとい いは、ほとんど有効ではな ように思わ る。むしろ彼の批判の射程にはいってくるもののうち、 ずれが最も問題性に富むか、いずれが最もよく秘儀の本質にかかわってくるか いう可
二八

















（１）バッコスとなった者として、自らの魂の状態を知っておくこと――記憶の保持（不正な行いに対する罰を支払ったこ ） 、 （２）来世の旅をつづける途上で、忘却の泉 避ける、 （３）正しい答え「私は大地と星天の子です」ができるのは、バッコスとして自らの信念を支える聖なる物語（
hieros logos ）を知っている証拠となる、
（４）ペルセフォネの前で魂の運命にかかわ 最後の試練を受ける















に触れたオルビア出土の骨片はヘラクレイトスと同時代であり、それを添葬された者がオルフェウスの徒としてディ ニュソス 帰依していたことも、文面から明らかである。各地のギ シア人社会存在 バッコス ちは、ヘラクレイトスの批判の射程に十分にはいりえたであろう。　
かれらを死後待ち受けているものは、最終的に至福の生である。
ヘラクレイトスがそれを脅かすと言われてい 。な もってか。魂の浄化や記憶の問題、ある は神 の同一性ではないであろう考えられるのは、 「聖なる物語」である そのなかには当然ながら宇宙生成論（
cosm
ogony ）もふくまれていたと推定できるが、 「す





























































た）秘儀というものは不浄 」と読まれることになる。すでに述べ ように、それだけの宗教批判ではあまりにも表面的 ことに終わり、秘儀の本質的な部分にまで の切っ先がとどい い いヘラクレイトスはそれだけの批判で満足し、宗教一般をま ご 斥けたと思うであろうか。私は うは考えない。彼はディオニュソスを祭の狂乱によりも 死に結びつ る。秘儀は来世において魂 至福の生にあずかり、神となって生まれかわることをねがう厳粛な儀式である。もし彼が秘儀に対する批判をとおして宗教 真のあり方に関心をむけていたならば 秘儀の内奥に で どく批判 眼差し



































ヘラクレイトス的な終末論をオルフェウス的な終末論のなかに埋没させてはならない。彼には明確な批判的眼差しがあ である「a-hierōsti 」 、文字どうり「非
－ 神聖な仕方で」と語った彼にとっ
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he art, op. cit.)263 によれば、ピンダロスやソフォクレスの残
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